
二
五
二

薬
剰
に
ふ
る
雑
草
の
騒
除
試
験
第
一

O
報

小
宮
賓
畑
の
薬
剤
除
草
芭
勢
力
及
び
経
費
に
就
い
て

笠

原

-‘ 
玄

夫

て
緒

冒

著
者
等
は
轟
に
昭
和
一
五

l
一
七
年
の
三
ヶ
年
に
亘
り

τ、
小
委
畑
の
礎
剤
除
草
に
就
き
て
試
験
し
た
る
結
果
、

畦
完
成
後
の
作
僚
に
の
み
石
友
輩
棄
を
反
首
五

l
七
・
五
貫
の
割
合
に
撒
布
し
て
、
一
週
間
後
に
播
種
し
て
、
覆
土
と
し
て
堆
肥
或

〈
一
〉は

焼
土
生
覆
へ
ば
、
作
僚
の
雑
草
防
止
と
し
て
有
効
な
る
と
と
。

《一一〉

小
委
生
背
中
三
月
中
旬
以
前
に
、
石
友
窒
棄
を
反
首
五
貫
撒
布
、
或
は
強
め
塑
素
質
肥
料
を
不
足
の
な
き
様
に
施
し
て
、
三
月
中
旬

以
後
除
幕
用
と
し
て
、
石
友
窒
素
一
盈
撒
布
す
れ
ば
除
草
の
効
m
m
bり
、
且
つ
牧
量
も
一
般
栽
培
に
劣
ら
や
。

ハ一一一〉

三
日
如
、
下
旬
に
硫
酸
一

1
一
%
溶
液
を
坪
一

l
ご
立
.
又
は
四
月
中
旬
に
硫
酸
餓
一
五
，
M
博
液
を
坪
一
立
の
割
合
に
撒
布
す
れ
ば

除
草
及
び
小
官
会
生
育
に
成
績
可
な
り
と
述
べ
た
り
。

誌
に
と
の
薬
剤
除
草
に
於
げ
る
、
小
委
の
牧
量
と
襲
剤
撒
布
の
経
費
及
び
努
力
と
を
一
般
耕
作
栽
培
に
比
較
せ
ん
と
し
て
、
昭
和
一
七
I
P

一
八
年
に
賓
験
し
た
り
。
拘
著
者
は
強
め
襲
蜘
削
除
草
の
臆
用
は
、
耕
種
栽
培
法
の
改
善
と
相
侠
ち
て
効
旧
来
を
増
す
も
の
友
り
と
考
へ
て

居
た
奇
に
、
叉
営
所
の
吉
岡
氏
。
刊
は
徹
底
的
省
力
栽
培
の
見
地
よ
り
不
整
地
密
植
栽
培
に
於
て
、
小
委
播
種
前
陀
石
友
窒
素
反
賞
六

i



一
二
貫
撒
布
は
、

り

雑
草
防
止
に
効
果
が
あ
り
、

以
後
中
排
除
草
を
な
さ
守
し
て
、

そ
の
牧
量
は
整
地
の
普
通
栽
培
よ
り
勝
h
u
h
"
と
述
べ
た

依
っ
て
と
の
方
法
を
も
封
照
と
し
て
試
験
せ
り
。
誌
に
そ
の
結
果
そ
報
告
せ
ん
&
ナ
。

-
-
、
試

験

方

法

の

-
、
槙
準
〈
封
照

V
Eの
整
地
耕
作
栽
培
の
方
法

一
一
月
一
八
日
ス
ピ
l
h
y
ラ
シ
ク
耕
転
機
に
で
耕
転
ぜ
り
。
畦
幅
四
・
一
一
-
尺
に
し
て
南
北
八
一
子
七
尺
の
長
さ
に
試
験
直
を
作
り
、

。
坪
と
注
せ
り
。
各
試
験
直
と
も
こ
置
を
設
〈
・
翌
日
と
れ
b
L
整
地
し
て
、
二
僚
の
(
鍬
幅
)
作
僚
を
設
け
、
播
種
し
、
と
れ
に
覆
土
に
か
一E
-

ヘ
τ堆
肥
を
施
し
、
他
の
元
肥
は
そ
の
上
に
施
せ
り
。
品
種
は
新
中
長
、
播
種
量
は
反
賞
四
升
と
せ
り
。

第第

回
-
j
i
-
-
:・
中

耕

除

草

費
剤
は
よ
る
組
事
の
・
除
滋
・

二五一一一

Hf~ 

料

名

堆

自巴

硫

安

過

蝿

醜

石

友

硫

酸

・
加

塁

回・
ji---γ
中

排

除

草

月
}

}

h

u

線.

温

同】"。

量
《
反
嘗
V

元

8~ 

二
O
O貫

ニO
O買

一O
買

五
貫

五
貫

j¥ 
貫

i¥ 
貫

二
、
五
貨

二
、
五
貫

一
月
九
日

第
一

C
m
m



一
一
月
一
八
日
耕
転
機
に
て
耕
起
直
後
整
地
し
て
、
作
僚
を
設
け
、

長
を
播
種
し
て
、
堆
肥
を
以
て
覆
土
に
代
へ
た
り
。

と
れ
に
石
友
窒
素
反
営
七
・
五
貫
撒
布
し
‘

一
}
月
二
回
目
白
新
中

置
県
婦
に
よ
る
線
車
の
・
除
試
困
層

第
一

O
狼

二
五
回

第

回

除

尊

(
嘗
地
方
で
は
作
僚
中
に
自
生
す
る
雑
草
は
主
と
し
て
ヤ
へ
・
ム
グ
ラ
に
し
て
乎
に
で

取
る
た
り
v
一
ニ
月
一
八
日

第

四

四九・
4
・
・
・
・
:
・
中
耕
除
草
土
寄

五
月

-
O日
(
遅
き
に
遁
ぐ
V

=、

播
種
前
石
友
窒
素
撒
布
直
の
方
法

と
の
試
験
匿
の
播
種
は
、
首
時
晴
天
つ
ど
き
に
よ
り
強
芽
遅
延
せ
り
。
加
ふ
る
に
鳩
の
容
を
蒙
り
た
る
故
、
と
の
試
験
直
は
賓
験
よ
り
除

外
し
た
目
。
よ
っ
て
晴
天
つ
Y
き
に
て
乾
燥
す
る
年
に
は
覆
土
す
る
と
と
が
必
要
た
り
。

一-一
‘
硫
酸
、
硫
酸
蹴
、
石
友
窒
素
撒
布
匿
の
方
法

前
越
の
如
く
整
地
播
種
し
て
施
肥
し
た
れ

εも
、
中
耕
除
草
は
一
回
も
施
行
せ
や
。
播
種
昔
時
の
僚
と
し
て
共
の
襲
剛
を
撒
布
せ
り
。
但

し
五
月
三
日
建
草
量
抜
取
り
、
調
査
後
同
一

O
日
に
遅
れ
な
が
ら
中
耕
と
土
寄
と
b
も
た
し
た
り
。

〈
イ
V

月
二
ハ
日
に
硫
酸
一
%
及
び
二
%
液
を
一
一
極
ハ
一

O
坪〉

一
O
立
施
と
し
、
叉
硫
酸
働
一
五
%
液
を
一
直
ご

O
坪
V

に
一

O
立

• 

宛
何
れ
も
如
露
に
て
撒
布
せ
り
。

(
ロ
V

石
友
窒
素
撒
布
は
次
の
こ
方
法
に
依
れ
hv。

A 

第
一
回
三
周
一

O
日
反
賞
五
貫
直
(
元
肥
硫
安
五
貫
施
用
せ
守
、
迫
肥
五
質
は
施
用
す
・
1
石
友
貸
素
を
同
量
の
組
殻
と
混
合
し
て
作

僚
に
も
‘
作
僚
聞
に
も
撒
布
し
て
、
後
小
委
の
草
鳴
を
棒
に
て
友
で
h

、
石
友
窒
素
を
梯
ひ
落
し
た
り
、
営
時
は
よ
く
土
が
乾
燥
せ
り
。



稲
刈
取
後
そ
の
ま
A

の
田
を
一
一
月
一
三
日
曇
、
朝
露
の
あ
る
聞
に
、
石
友
窒
素
反
嘗
六
、

一
一
一
貨
の
割
合
に
一
一
風
土

O
坪
v
各
k

B
、
第
二
回
三
月
二
七
日
石
友
蜜
索
反
嘗
七
、
五
貫
直
《
元
肥
に
硫
安
五
貫
を
施
用
し
て
迫
肥
五
貫
は
施
用
せ
や
v.

石
友
窒
素
を
同
量
。

少
し
識
し
た
る
鋸
屑
と
混
合
し
て
撒
布
し
、
・
第
一
回
と
同
様
島
理
せ
炉
。
嘗
時
土
は
漁
っ
て
居
り
た
り
。
加
ふ
る
に
と
の
撒
布
後
連
日

雨
天
た
り
き
。

回
、
不
整
地
栽
培
直
の
方
法

之
を
共
の
二
種
に
分
ち
た
り
。

《イ
V

降
雨
前
の
石
友
窒
素
撒
布

直
を
設
け
り
・
乎
に
で
石
友
翠
棄
を
撒
布
し
て
、
後
に
稲
株
《
九
寸
間
隔
》
の
中
央
に
穴
打
率
に
て
穴
を
五
寸
間
隔
に
あ
け
た
り
.
さ
れ
ど

穴
が
洩
き
詩
、
棒
に
て
更
に
深
く
約
八
分
に
あ
け
、

一
一
月
一
八
日
に
一
穴
五

l
六
粒
宛
時
き
、
堆
肥
を
反
営
一
ニ

O一
O
買
の
割
合
に
撒
布
し

て
、
そ
の
上
舵
元
肥
は
整
地
標
準
栽
培
と
同
様
(
硫
安
を
除
く
V

に
施
肥
し
、
追
肥
は
何
れ
の
直
に
も
硫
安
を
一
一
一
月
一
一
一
日
に
反
営
五
買
の

割
に
施
肥
す
。

《

ロ

V

降
雨
後
の
石
友
窒
素
撒
布

一
一
月
一
四
日
降
雨
直
後
穴
打
率
に
て
穴
を
あ
け
た
り
。
漁
っ
て
ゐ
る
た
め
穴
が
打
ち
易
き
故
に
棒
を
用
ひ
や
。

六
貫
及
び
一
二
買
の
割
合
に
撒
布
し
て
、
一
一
月
二

O
日
に
蒔
付
け
た
り
。
施
肥
等
は
降
雨
前
の
も
の
と
同
様
た
り
。
一
一
月
一
六
日
に
反
嘗

票
"
に
よ
る
絡
事
の
厩
除
抑
晶
画
眠

第
一

O
鰻

二
五
五



費
解
に
よ
る
緩
肯
阜
の
.
除
誕
惨

第
一

O
綴

二
五
六

-
晶
、
賓

勝

の

結

果

-
、
整
地
栽
培
法
に
於
け
る
雑
草
費
生
及
び
小
委
の
牧
量
は
第
一
衰
の
如
し
・
小
書
公
牧
量
は
お
標
準
耕
作
に
於
て
は
反
賞
三
石
に
し
て
、
無

除
草
は
こ
石
四
斗
な
り
。
建
草
量
は
標
準
耕
作
直
は
無
除
幕
直
一

O
坪
一
三
・
八
庖
の
生
草
量
に
到
し
て
八
・
七
%
の
一
・
二
砥
な
り
・
石
友

窒
素
五
貫
を
一
一
一
月
一

o-日
に
撒
布
し
た
る
直
は
約
六
O
u
n
N
U
雑
草
を
枯
死
せ
し
め
、
建
事
量
は
約
四
O
d
wと
た
り
。
小
菱
は
棺
淡
色
と
・
な
り

た
れ
E
、
容
と
，
し
で
は
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
ざ
る
程
度
な
り
。
さ
れ

E
盤
牧
は
槙
準
耕
作
よ
り
少
〈
、
無
除
草
・
よ
り
は
反
首
ニ
斗
八
升
多
し
・

一
一
一
月
二
七
日
石
友
舟
草
案
七
・
五
貫
を
鋸
屑
と
同
時
ば
撤
布
し
た
る
も
の
は
、
作
僚
聞
に
も
可
成
雑
草
が
費
生
じ
て
ゐ
る
震
に
、
と
の
作
僚
に

も
相
営
多
く
撒
布
し
た
り
。
叉
と
の
直
は
霊
日
よ
り
連
日
雨
が
績
き
て
小
委
の
梨
容
が
蓄
し
か
り
き
。
中
に
は
鉄
株
注
生
巴
売
る
も
の
さ
へ

あ
り
た
る
故
轡
が
多
し
と
見
る
ぺ
し
・
後
に
は
快
復
し
た
る
が
標
準
耕
作
よ
り
牧
量
が
可
成
り
少
く
‘
無
除
草
よ
り
一
一
斗
式
升
多
し
、
叉
雑

革
の
建
草
準
も
五

O
U刊
に
遣
し
て
、
第
一
回
五
貫
撒
布
賓
験
よ
り
効
果
が
劣
り
た
h
v
・
と
仇
天
候
に
支
配
さ
れ
た
る
結
果
左
り
・
雨
天
が
績

〈
気
候
に
於
て
は
、
七
・
五
貫
撒
布
ゆ
小
萎
に
封
し
多
す
ぎ
る
を
認
む
・
そ
の
撒
布
に
注
意
を
要
す
。

硫
融
問
嘩
一
五
%
一
立
を
一
-
一
月
一
六
日
に
撒
布
せ
る
直
は
、
雑
草
を
殆
ん
ど
枯
死
せ
し
め
、
建
草
量
は
二

O
U
Wに
過
ぎ
や
。
小
窓
会
は
議
室
に

少
し
黒
小
斑
を
生
じ
た
れ
"
と
も
、
少
容
に
し
て
、
後
快
復
し
生
育
良
好
と
た
り
、
綿
重
量
は
標
準
耕
作
よ
り
優
り
た
れ
E
、
毅
牧
は
一
斗
飴

り
少
し
・
さ
れ

E
無
除
草
直
に
比
し
て
反
嘗
約
五
斗
の
培
牧
た
り
。

硫
酸
一
，
%
は
撒
布
首
時
雑
草
八

O
M位
枯
死
せ
し
め
た
り
。
五
月
一
一
一
日
の
建
草
量
は
四

O
Mに
じ
て
未
だ
十
分
の
除
草
と
は
云
ひ
難
し
。

穀
牧
も
そ
れ
が
篇
か
榎
準
耕
作
よ
り
二
斗
五
升
の
波
収
な
り
・
二
%
溶
液
は
撒
布
官
時
小
奏
の
棄
を
可
成
り
饗
し
た
り
。
雑
草
は
殆
ん
ど
完



金
に
枯
ら
し
た
れ
左
、
小
変
は
そ
の
後
快
復
し
て
、
割
賦
牧
は
槙
準
耕
作
と
同
量
に
し
て
最
も
成
績
可
佐
担
。
商
事
寧
は
二
一
二
%
た
り
。

=
、
不
整
地
栽
培
に
於
け
る
成
績
は
第
二
衰
の
如
し
‘
全
去
に
よ
れ
ば
石
友
窒
素
の
無
撒
布
無
除
草
匡
は
、
そ
の
雑
草
費
生
量
は
一
ニ
了
入
居

に
し
て
、
整
地
栽
培
無
除
草
二
ニ
・
八
暗
に
艶
し
こ
・
一
ニ
傍
に
し
て
、
不
整
地
に
於
て
そ
の
護
生
量
(
重
量
}
は
著
し
く
多
き
と
と
を
見
た
り
・

而
し
て
そ
の
雑
草
種
類
も
多
種
類
に
し
て
、
殊
に
小
委
K
最
も
害
を
奥
へ
る
ス
マ
メ
ノ
テ
ツ
ポ
ウ
の
多
き
と
と
を
見
た
り
。
と
の
雑
草
は
襲

聞
に
最
も
抵
抗
力
が
大
た
る
種
類
友
り
。
整
地
栽
培
は
ス
ザ
メ
J
テ
ツ
ポ
ウ
は
比
較
的
少
く
、
ヤ
ヘ
ム
グ
ラ
が
最
弘
多
し
・
と
の
ヤ
ヘ
ム
グ

ス
ザ
メ
£
テ
ツ
ポ
ウ
に
比
し
て
、
小
萎
に
奥
へ
る
容
は
少

-
フ
は
草
丈
は
↓
へ
と
た
る
が
、
輩
は
軟
に
し
て
、
薬
剤
に
封
し
哲
抗
力
小
に
し
て
、

き
も
の
友
り
・

石
次
窒
棄
の
撒
布
は
、
降
雨
前
に
皮
嘗
六
、

の
六
貫
撒
布
直
に
は
論
判
官
平
量
四
コ
一
%
に
、

一
二
貫
撒
布
医
は
、
建
草
量
八
五
、
及
八
二

d"に
し
て
そ
の
除
草
的
効
果
は
少
し
・
降
雨
後

一
二
貫
撒
布
直
に
は
二
五
unな
り
・
故
に
可
成
り
に
著
し
き
雑
草
防
止
の
効
用
飛
あ
り
、
但
し
柏
駅
牧

は
雑
草
の
絶
封
量
が
整
地
標
準
耕
作
に
比
較
し
て
約
七
倍
に
も
遣
す
る
放
に
と
れ
よ
り
劣
り
た
り
・

さ
れ
E
と
の
試
験
置
は
不
整
地
石
友
窒
素
無
撒
布
直
よ
り
は
勿
論
の
と
と
、
整
地
栽
培
無
除
草
直
よ
り
も
向
約
二
斗
の
場
牧
を
得
た
り
。

と
れ
は
施
肥
料
が
多
き
と
と
に
も
よ
る
が
、
石
次
窒
素
が
雑
草
聾
生
防
止
に
も
効
あ
る
篇
去
り
。

さ
れ
E
と
の
成
績
は
不
整
地
石
友
窒
素
撒
布
栽
培
が
、
整
地
領
準
耕
作
よ
り
以
上
の
牧
量
生
不
す
と
一
宮
ふ
、
吉
岡
氏
の
貰
験
と
可
成
り
の
聞

き
あ
り
、
思
ふ
に
と
れ
は
品
種
及
び
播
種
期
の
具
る
と
と
、
播
種
後
不
整
地
区
は
少
し
く
鳩
容
を
受
し
に
よ
り
温
播
し
た
る
と
と
等
が
影
響

し
た
る
た
ら
ん
か
、
よ
っ
て
と
の
賠
は
再
試
験
を
橡
定
す
ぜ
兎
に
角
、
小
萎
控
牧
量
の
成
績
は
暫
く
保
留
す
る
も
、
降
雨
後
の
石
夜
空
素
撒
布

特
に
一
一
一
貫
は
雑
草
防
止
に
相
官
顕
著
た
る
成
績
を
示
す
。
特
に
本
地
方
に
於
て
不
整
地
に
で
、
し
か
も
以
後
省
力
的
栽
培
を
た
さ
ん
&
す

要
期
に
主
る
雑
草
の
騎
除
試
面
軍

第
一

cm報

=
五
七
，



首候'U.!H
I{l~車事時Q

鴎
S単
純
.

~島
1
0
9録

111
刊
〈

第
2
表

小
~
の
不
整
地
栽
培
に
於
け
る
石
友
窒
素
の
雑
草
費
生
防
止
試
験

5
 
B
 
3
 
日
調
査

10
1
1
P
醤

.
 

縫
草

雑
草
屋lgi
言語|

〈量生反量彊的
千
住
重

雑
主革

種
類

.
 

• 
27k3 SE 

'‘ 
ス
マ
メ
ノ
テ
ツ
ポ
ウ
ヤ
ヘ
ム
グ
ラ
タ
ピ
ak.8 gz 
s.k2 g
 
19.00 到
-

6
貫
1
標
準
と
同
蟹

ラ
コ
コ
イ
ヌ
ガ
ラ
シ
レ
γ
グ

2
 
h
 

2'7.1 
ス
マ
メ
ノ
テ
ツ
ボ
ウ
ヤ
ヘ
ム
グ
ラ
タ
ネ
23.3 
9.1 
2 1.∞ 

ヅ
ケ
パ
ナ
ハ
ナ
イ
メ
ナ
コ
イ
ヌ
ガ
ラ
シ

一
ト
キ
ハ
ハ
ゼ
ナ
ダ
ナ
，
、
、
コ
グ
ザ

降
雨
前
平
均

2'1.2 
部
.53

22.6
 
8.7
 
19.96 

石
灰
窒
素

田氏淘~スマメノテヲポウ
ヤ
へ
ム
グ
y
ν
y
 

24.69 
12
貧
1
標
額
の
2/3
包
.
3

ゲ
ハ
ナ
イ
バ
ナ
タ
ネ
'
y
ケ
パ
ナ
コ
イ
26.8 
10.7 

泊
.
回
1/2
倒
伏

ヌ
ガ
ヲ
シ
ト
キ
ハ
ハ
ゼ

2
 
膏
3/4 
29.1 

ス
ず
メ
ノ
テ
ツ
ボ
ウ
ハ
ナ
イ
バ
ナ
キ
ヘ
26.5 
1 0.5
 
24.
お
29.36 
"
 

ム
グ
ラ
レ
ゾ
グ
ノ
ミ
ノ
フ
ス
マ
タ
デ

卒
均

26.2
 

お
.7
10.6 
24.46 
29.∞
 

6
貧
標
準
の
1/3
13.6
 
42.77 

レ
γ
ゲ
タ
デ
ス
マ
メ
ノ
テ
ツ
ポ
ウ
ヤ
お
.0
9.6 
22.15 
29.16 

降
雨
後

ヘ
ム
グ
ラ
ナ
グ
ナ

石
荻
窪
薬
12
貫
標
憎
の
1
/5
8.0
 
25.16 

ス
マ
メ
f
テ
ツ
ポ
ウ
ヤ
へ
ム
グ
ラ
担
守
三
四
1.0
1 1.
2
 
2
5.85 
27.48 
1/3
倒
伏

ス
ず
メ
/
ァ
ツ
ボ
ウ
タ
ネ
ツ
ケ
パ
ナ
，
ヤ

1
 

35.6 
ヘ
ム
グ
ラ
レ
γ
グ
ム
シ
グ
サ
ノ
グ
シ
24.3 
9.0 
20; 押
却
泊

ハ
ナ
イ
パ
ナ
ハ
、
ョ
グ
サ
ミ
ノ
プ
メ

ナ
グ
ナ
ア
ν
チ
ノ
ギ
グ
F
ミ
/
7
ス
『

無
慮
理

ス
ず
メ
ノ
テ
ツ
ボ
ウ
タ
ネ
ツ
ケ
パ
ナ
ヤ

〈
無
除
草
〉
2
 

28.0 
ベ
ム
グ
ラ
ノ
ゲ
シ
ム
シ
グ
サ
レ
Y
ゲ
位
。
8.6 
19
届
泊
.
日

ハ
ナ
イ
パ
ナ
ハ
、
コ
グ
サ
ミ
ノ
ョ
・
メ

キ
ツ
ネ
ノ
マ
プ
ノ
ミ
ノ
ブ
ス
マ
一

平
均

31.
8
 
1 ∞
 

23.2 
8.8
 
20
.31
 
泊
.41
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第
3
表
小
菱
整
地
栽
培
に
於
け
る
作
業
時
間
て
反
営
)

護
作
地
銭及
矯
覆
穫
土及

結運
束搬

~
戸
耕

堆
肥
施
肥

|伝
第
1
回
|
第
2
回
|
策
3
回
|
第
4
回

股
毅

標
準
耕
作
除
草
区
1.6 時
1
a
f
 
1.6
 
時
B.3 
1.3 時
16.7
 
時
13.3
 
時
a
o
 UF 
8
 ..
 

1.3 時
10.5 時
lo-r 

無
除
草
区
n
 
曹
n
 
"
 
"
 
一
一
一
12 
"
 
骨

町

百
E再
窒
素
撒
布
区
"
 
暫
n
 
It 
n
 
一
一
3.1
 
‘
10 
"
 
"
 
韓

硫
酸
、
硫
酸
銀
撤
市
区
"
 
"
 
n
 
n
 
相
一

8
 
10 
"
 
n
 

棒

備
考
1.
作
業
は
男
2
女
1
入
。

2.
石
灰
窒
素
撤
布
は
3
居
中
、
下
旬
に
作
僚
及
作
聞
に
地
面
近
く
、で
別
殺
叉
ば
鋸
屑
と
混
合
し
て
手
に
て
般
市
す
る
に
要
す
る
時
間
。

3.
硫
酸
、
硫
酸
織
は
3
居
申
旬
に
反
蛍
託
氾
立
の
調
製
及
約
2
升
入
の
如
露
に
て
作
健
作
聞
に
徹
布
す
る
位
要
す
る
時
間
。

自臨書~!l.yt(l草野縛
Q
醤
~
~
5
事長
1
0
1
1

11
同
長

合
計

1偲
T59.1 
回
.2

伍
.1



置
県
剤
に
よ
る
維
事
の
願
除
試
駿

小委不整地栽培に於ける作業時間

手事事 合計
腕殺

降雨前撤千百 2.0 時 6.7 - 2.r 3.8 時 9F 1.3 時 2.0 時 11.0 時 1GB 48.時4 
降雨後撒布 " 一 " " " H 骨 割 曽

無除草 " 6.7 一 " " " 
輯 " 曹 45.6 

第4表

第
一

O
鰻

1.作業は男2女1人でなす。

2. 5寸間隔に直径約1寸‘深き8分位の穴をあげるローラ式のものなり。

3.降雨前はとの穴釘摩では穴が湧し、よって5尺僚にて深くするを要す。

4. 5..13 3日無除草厩は聖書草鐙調査にそのE買取に反省約45時間を要し、石炭

筆業織布厩は30時間以上を更せり、とれは聖書存量産車が大きくなりf1tft~

Z毒なり.よってこの不感地主!U~にて石灰窒素撒布臨も雑草が鐙生せし日曹

は成可〈小さき聞に1聞は必ず除草を要す。その期間は3..13申旬が遁期

と思iまれ反醤20暗闇位見積れほ可な旬。

備考

ニ
六
O

と
れ
に
よ
れ
ば
、
耕
作
除
草
匿
に
於
叫
り
る
全
作
業
時
聞
は
反
常
一

O
五
時
間

に
し
て
、
共
内
中
耕
除
草
に
要
す
る
時
聞
は
五
八
時
間
な
る
故
に
、
そ
の
A
T
ば

以
上
は
中
耕
除
草
に
努
力
を
費
す
と
と
を
知
る
な
り
。
と
れ
に
比
較
し
て
、
石

京
鐘
素
撒
布
は
反
嘗
僅
か
に
一一
一
時
間
に
で
足
れ
h

九
硫
酸
、
硫
酸
磁
の
調
製
及

び
如
露
に
で
撒
布
す
る
に
要
ず
る
時
聞
は
反
賞
八
時
間
た
り
。
と
の
輔
剤
除
草

直
も
、
第
四
聞
の
み
中
耕
土
寄
は
行
ひ
た
る
が
、
結
局
に
於
て
石
友
章
素
撒
布

直
は
無
除
草
区
よ
り
も
}
時
間
作
業
時
聞
が
多
き
の
み
友
り
。
新
く
制
捜
剤
除
草

は
著
し
く
努
力
を
省
き
得
る
友
り
。

不
整
地
栽
培
の
場
合
は
降
雨
後
に
は
、
穴
打
率
の
み
に
で
穴
を
作
り
得
る
に

よ
り
乎
捧
を
要
せ
歩
、
中
耕
除
幕
b
L

一
回
も
施
行
せ
や
。
但
し
五
月
三
日
に
雑

草
量
調
査
の
た
め
抜
取
り
た
り
・
ハ
と
れ
に
要
す
る
時
聞
は
多
大
で
あ
っ
た
〉
し

か

L
と
の
時
聞
を
加
算
し
友
い
場
合
、

反
首
栽
培
時
聞
は
僅
か
に
四
千
・
七
時

聞
に
て
足
れ
り
・

手
棒
を
要
す
る
場
合
は
四
八
・
四
時
間
を
要
す
る
が
、
と
れ
に
で
も
整
地
標

準
耕
作
時
聞
の
四
八
dw
に
過
ぎ
や
.
よ
っ
て
著
し
き
徹
底
的
な
る
省
力
栽
培
と

云
ふ
ベ
し
.
し
か
も
ト
ラ
ク
タ
ー
或
は
牛
耕
を
要
せ
ざ
る
離
は
極
め
て
好
都
合



な
り
事次

に
と
の
嘆
剤
除
草
に
要
す
る

薬
剤
並
に
金
肥
、
栽
培
人
夫
費
等

の
直
接
栽
培
費
と
、
前
に
掲
げ
た

る
民
嘗
牧
量
と
を
慣
絡
に
換
算
し

て
差
引
し
た
結
果
は
第
五
表
の
如

し
・
第
五
衰
は
普
通
巷
培
に
劃
す

る
輔
副
附
除
草
栽
培
費
の
比
較
を
表

し
た
る
に
す
V
占
y
・
勿
論
、
厳
密

去
る
意
味
の
生
産
量
に
あ
ら
ざ
る

が
、
共
の
他
の
経
費
は
雨
者
聞
に

大
差
な
し
。
よ
っ
て
比
較
と
し
て

差
支
な
し
・

と
れ
に
よ
る
と
差
引
時
額
は
硫

酸
二
%
雇
、
不
整
地
降
雨
後
石
友

向
車
業
一
二
貫
撒
布
匿
の
七
六
回
が

置
聾
剤
に
よ
る
縫
歯
車
の
属
徐
滋
酸

薬剤撒布と整地.冴聖地栽培の経費(民営直接費のみ〉

|金問

標
同 同

(8.0円0)132同.65 114円.76 66同.16 耕 作 百邑 臨 7.95 一

襲、 除 尊 鼠 7.95 一 " 18.32 91..却 o6.a 
石灰蜜索 5貫医 5.2刈 1.70 持 18.1回 102.22 回.位

整地 " 7.5貫匝 5.24 2.55 " 18.66 97.28 62.回
硫 酸 1%底 7.95 1.20 町 20.18 1旬.88 67.55 

h 2%匝 7.95 2.40 " 却1.18 114.76 76.23 
硫 酸 織 16%阪 7.95 5.90 '" お.18 109.44 町'.41

降雨前石荻窪素6貫甑 5.24 2.倒 一 15.∞ 7ふ∞ 国.泥

" 12貫厩 o.24 4.08 トーー 15.∞ 93.10 伺河 |
不墜地 降雨後石灰鑓素6貫匝 5.24 2.04 一 12.92 84.36 64.16 

" 12貫臨 5，24 4.08 一 12.92 98.42 33l 無徹布無除草臨 7.95 一 一 12.92 77.14 

第5表
第
一

O
綴

1・金肥費…硫安10貫、過憐酸石灰8賀、硫酸加盟2.5貫の償倍。との外堕地

裁泡に''i雄肥忽x)賃、不登裁矯医1'i3∞貫を節したり。

2.秦剤費・・昭和15年購入時の偲肩書によって許算せり。化事用硫酸&lボνド

入1地12国(1~:/ r- 20銭〉総禦石泊穏 4凶く 1~:/ ド約 5.7餓〉。され

ど昭和18年5月現在は硫磁1ボyド入47銭、飼硫酸織1ポンド&l銀、否

灰塑素6賓2.04闘なり。

3.人夫費・・咽淘18年度最高公定0・〈男，2.00園女1.00国〉就業時間8時間とし

て計算せり。よって男Z'tc1人の平均1時間賃金31銭とせり。
4.小委賢債''11石38岡とせり。

& トラタ !l-賓・・・2書地に於ける一反tJ11.震債格とす。

備考

ニ
六



寮
剤
に
よ
る
報
革
の
厨
除
訴
駿

第
一

O
領

二六一一

最
高
で
あ
り
、
・
突
が
不
整
地
降
雨
前
一
二
貫
撒
布
区
、
整
地
栽
培
の
石
友
唱
棄
五
貫
直
の
六
九
圏
、
硫
眼
鏡
厩
及
硫
酸
一
%
直
六
八
園
、
耕

作
標
準
六
六
聞
、
不
整
地
降
雨
後
石
友
禦
業
六
貫
直
の
六
四
園
、
整
地
区
石
次
空
業
七
・
五
貫
直
六
二
園
、
不
整
地
無
除
草
直
の
五
七
回
、

整
地
無
除
草
区
五
六
回
の
順
序
た
り
。
但
し
現
今
の
食
糧
事
情
に
於
て
は
、
時
間
額
牧
債
の
犬
な
る
も
の
を
望
む
と
と
は
許
さ
れ
や
し
て
、
毅

ト
W

か
給
卦

fLt舎
か
れ
』
か
小
か
か
が
。
よ
っ
て
と
の
賄
か
ら
云
っ
て
耕
作
除
草
栽
培
と
硫
酸
二
%
撒
布
直
が
良
し
と
云
ふ
ペ

L
・

玉、

考

察

著
者
が
雑
草
研
究
と
し
て
、
先
づ
種
賓
研
究
に
着
手
し
た
る
は
一

O
年
以
前
た
る
が
、
薬
剤
除
草
の
試
験
既
始
は
農
業
努
力
の
不
足
化
が

瀬
弐
表
面
に
現
は
れ
始
め
た
る
昭
和
二
ニ
年
末
た
h
y
.

、J

と
の
努
力
除
草
に
代
ふ
る
に
、
簡
単
な
る
襲
剤
除
草
に
つ
き
試
験
せ
ん
と
し
た
る
が
動
機
た
る
が
、
先
づ
内
外
文
献

αを
渉
損
し
て
そ
の

効
果
的
な
る
識
剤
を
選
定
し
て
試
胎
せ
り
・
そ
の
報
告
は
既
に
第
一

l
九
報
ま
で
費
表
せ
h
y
.

小
委
に
つ
い
て
は
第
二
。
、
五
伊
、
六
川
明
報

に
報
告
し
た
り
、
そ
の
結
果
効
果
あ
り
と
認
め
た
る
も
の
に
つ
き
で
、
令
回
は
そ
の
襲
剤
除
草
の
雑
草
・
駆
除
効
果
及
び
小
委
牧
量
と
共
に
勢

カ
と
経
費
と
を
計
上
し
た
り
。
そ
の
結
果
、
整
地
栽
培
に
於
て
は
、
反
省
牧
量
の
最
大
は
標
準
耕
作
栽
培
及
び
硫
酸
二
%
坪
一
立
撒
布
直
に

し
て
、
共
に
反
賞
三
石
二
升
た
り
。
反
省
牧
量
の
最
少
は
無
除
草
匿
の
ニ
石
四
斗
で
あ
る
・
無
除
草
に
よ
る
反
嘗
牧
量
の
低
下
は
ご
割
た
り

き
.
よ
っ
て
そ
の
除
草
を
怠
る
べ
き
に
あ
ら
ざ
る
と
と
が
知
ら
れ
る
な
り
。
と
れ
は
第
一
年
の
調
査
に
し
て
、
と
の
ま
L
そ
の
雑
草
を
放
任

せ
ん
か
、
落
下
し
て
翌
年
よ
り
費
生
す
る
雑
草
の
警
は
益
k

犬
伝
る
ペ
・
し
と
強
想
せ
ら
れ
り
。

不
整
地
栽
培
の
試
験
結
果
は
、
種
子
が
少
し
く
鳩
容
を
受
け
た
た
め
、
迫
蒔
を
た

t
先
る
が
(
牧
量
の
黙
阿
払
い
さ
h

か
諸
色
を
来
し
た
捜



が
あ
る
の
で
設
で
は
詳
細
考
察
を
保
留
す
る
が
、
降
雨
後
石
友
窒
素
一
二
貰
撒
布
は
、
確
に
雑
草
蛮
生
防
止
に
編
著
な
る
効
果
が
あ
る
・
と

の
方
法
は
播
種
前
の
整
地
を
要
ぜ
守
、
叉
播
種
後
も
金
〈
無
中
耕
、
無
除
草
に
し
て
、
反
営
約
二
・
六
石
の
牧
量
は
可
成
り
の
好
成
績
で
、

同
じ
く
石
衣
室
素
無
撒
布
の
も
の
に
比
し
て
五
・
五
斗
の
増
牧
た
り
。

恐
ら
く
そ
の
費
芽
時
に
鳩
害
が
た
か
り
し
時
は
、
向
以
上
の
牧
量
が

暗
思
想
せ
ら
れ
り
・
併
し
降
雨
前
の
全
量
撒
布
は
除
草
効
果
少
き
に
よ
り
、
と
の
石
衣
笠
素
@
撒
布
に
は
、
禍
潤
欣
態
を
必
要
と
す
る
は
吉
岡

氏
の
賓
験
に
一
致
せ
り
・

弐
に
栽
培
時
閣
を
測
定
し
た
る
に
、
整
地
栽
培
に
於
て
そ
の
中
耕
除
草
に
要
す
る
時
聞
は
反
営
約
五
八
時
間
に
し
て
、
と
れ
金
栽
培
時
間

の
牛
分
以
上
を
要
す
る
た
り
。
と
れ
を
石
次
察
棄
を
撒
布
し
て
無
除
草
と
せ
ば
、
僅
か
に
反
首
三
時
間
で
是
り
、
硫
酸
な
ら
ば
如
露
に
よ
る

顎
"
に
よ
る
掃
車
の
.
除
鼠
・

第
一

O
領

ご
大
コ
一

撒
布
に
於
て
も
そ
の
調
製
、
撒
布
時
間
共
に
反
省
八
時
間
(
但
し
水
の
近
く
に
あ
る
場
合
V

に
て
十
分
注
る
に
よ
っ
て
、
会
栽
培
時
聞
は
六

o
l六
五
時
聞
に
て
足
り
、
著
し
く
省
カ
と
た
り
得
る
た
り
・
山
内
不
整
地
栽
培
は
よ
り
以
上
徹
底
的
な
る
省
力
栽
培
と
な
り
て
、
僅
か
に
反

嘗
四
二

i
四
八
時
間
の
金
栽
培
時
聞
を
要
す
る
の
み
た
り
。

故
に
整
地
栽
培
に
於
け
る
諸
種
直
接
栽
培
費
と
レ
て
金
肥
、
薬
剤
費
、
人
夫
由
貿
を
差
引
た
る
牧
債
は
、
最
高
が
硫
酸
二
%
一
立
撒
布
直
七

六
回
に
し
て
、
無
除
草
の
五
六
回
が
最
低
な
り
。
普
、
通
栽
培
直
の
六
六
回
は
恰
か
も
中
聞
で
あ
り
、
努
力
不
足
の
封
策
と
し
て
硫
酸
撒
布
は

推
奨
に
債
す
・
硫
酸
蟻
は
温
度
が
高
き
錯
そ
の
，分
量
佐
多
〈
要
し
、
薬
剤
費
が
高
慣
に
つ
く
故
に
賓
施
困
難
な
り
。
特
に
純
硫
酸
載
を
使
用

す
る
場
合
は
、
非
常
に
高
慣
と
な
り
除
草
薬
剤
と
し
て
使
用
不
能
な
り
。

又
不
動
宮
地
陀
於
て
は
、
降
雨
後
石
友
章
素
一
二
賞
撒
布
は
、
そ
の
差
引
牧
債
が
整
地
硫
酸
二
dw撒
布
直
と
同
じ
く
最
高
額
の
七
六
圃
に
し

て
、
不
整
地
石
衣
室
素
無
撒
布
で
、
以
後
そ
の
俊
放
任
し
た
直
は
差
引
牧
慣
が
反
省
五
七
周
に
低
下
す
る
た
り
.
よ
っ
て
不
整
地
に
て
放
任



震
婦
に
よ
る
雄
官
皐
の
・
除
試
厳

修
一

O
鰻

ご
六
回

栽
培
に
於
て
は
石
友
窒
素
の
撒
布
は
必
須
僚
件
な
り
。

既
に
遁
ペ
た
る
如
く
、
食
糧
の
結
劃
牧
量
を
増
加
せ
ざ
る
ぺ
か
ら
ざ
る
今
回
、
除
草
を
怠
り
し
借
捕
に
、
牧
量
の
減
少
を
来
す
べ
か
ら
・
?
.

と
の
賓
験
着
手
首
時
は
硫
酸
及
び
安
債
な
る
硫
酸
蹴
〈
繰
馨
)
も
未
だ
自
由
に
入
手
出
来
得
て
ゐ
た
る
放
に
、
斯
る
襲
剤
を
賓
験
材
料
と
し

た
れ
E
、
現
今
は
と
の
襲
剤
の
入
手
困
難
に
し
て
、
大
規
模
の
撒
布
は
現
在
到
底
望
め
守
、
努
力
不
足
の
針
策
と
し
て
折
角
の
賓
験
研
賞
も

膝
用
出
来
ざ
り
し
は
甚
だ
篭
憾
で
あ
る
が
真
に
巴
む
を
得
ぢ
る
事
情
に
あ
り
。
よ
っ
て
襲
開
除
草
に
つ
き
再
検
討
を
要
す
る
に
亙
れ
り
。

唯
、
石
友
輩
棄
の
み
は
割
首
配
給
な
る
が
故
に
或
程
度
の
入
手
は
出
来
得
る
に
よ
り
と
の
使
用
は
可
能
な
り
。
而
し
て
生
育
中
に
は
比
較

て
、
そ
の
省
力
の
劃
照
は
、
金
耕
作
時
閣
の
半
分
以
上
を
要
す
る
と
と
ろ
の
中
排
除
草
時
間
の
短
縮
に
あ
る
念
hv
。
著
者
は
ど
の
程
度
の
中

的
少
量
に
て
雑
草
甑
除
の
目
的
を
建
し
得
る
も
、
そ
の
使
用
法
を
譲
芯
際
は
危
険
を
伴
ふ
故
に
撒
布
に
は
無
風
晴
天
を
濯
び
細
心
の
注
意

を
要
す
.
小
菱
の
葉
に
多
量
縄
れ
な
け
れ
ば
地
中
の
棋
は
殆
ん
ど
無
容
な
り
。
よ
っ
て
と
の
場
合
地
面
近
く
で
噴
出
す
る
石
夜
襲
紫
の
撒
布

器
の
出
現
を
切
に
望
む
も
の
た
り
・
丸
そ
の
分
量
を
梢
多
く
要
す
る
嫌
が
れ
ど
も
不
整
地
栽
培
に
て
石
衣
室
業
の
降
雨
後
《
遁
期
に
降
雨
の

た
い
場
合
注
水
す
る
も
可
な
り
と
思
は
る
な
り
V

の
撒
布
は
除
草
的
効
果
編
著
で
る
り
、
〈
排
水
不
良
地
の
菱
作
に
は
賓
施
困
難
な
り
v
し
か

も
整
地
を
不
要
と
す
る
は
、
震
に
増
産
上
重
要
な
る
小
委
の
誼
期
播
種
が
容
易
と
な
り
こ
の
駈
遺
骨
し
く
有
利
な
り
。
唯
と
の
試
験
の
如
く
播

.
種
後
全
然
無
除
草
と
す
る
が
よ
い
か
、
或
は
農
家
努
力
の
比
較
的
閑
な
二
、
三
月
頃
一
|
二
四
位
の
鍬
に
て
溜
く
倒
る
作
業
を
賓
施
す
る
か
或

は
乎
取
除
草
が
よ
い
か
、
又
は
牛
耕
法
在
加
味
す
る
方
法
が
よ
き
や
等
、
そ
の
栽
培
法
に
今
f

段
の
研
買
を
要
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
た
り
。

要
す
る
に
除
草
問
題
は
米
婆
場
産
の
た
必
の
除
草
に
し
て
皐
に
雑
草
を
除
く
作
業
に
あ
ら
や
・
特
に
省
力
栽
培
を
必
須
と
す
る
今
日
に
於

耕
除
草
が
省
力
的
に
な
り
且
つ
牧
量
を
増
加
せ
し
め
る
も
の
な
り
や
等
、
を
知
ら
ん
と
す
る
に
は
、
作
物
封
雑
草
の
生
態
の
関
係
を
明
か
に



ず
る
が
基
礎
問
題
で
あ
る
と
信
歩
、
そ
の
防
止
駆
除
に
倫
ご
膚
の
研
究
を
進
め
ん
色
歓
子
。

摘

要

て
昭
和
一
七
J
一
八
年
に
小
萎
畑
に
於
け
る
、
薬
剤
除
草
の
効
果
及
び
小
委
の
牧
量
に
及
ぼ
す
影
響
を
調
査
す
る
と
共
に
、
そ
の
努
力
時

問
、
薬
剤
費
を
調
査
し
た
り
。

田
県
副
聞
に
よ
る
雑
草
め
願
除
試
厳

第
一

G
綴

一
一
六
五

二
、
雑
草
の
生
草
重
量
を
五
月
一
一
一
日
に
調
奈
し
食
る
に
、

一
O
坪
首
整
地
の
無
慮
理
無
除
直
の
コ
千
八
砥
に
劃
し
て
、
耕
作
標
準
直
は
一
・

二
抵
で
あ
り
、
硫
酸
蛾
匿
の
建
草
量
は
こ
・
六
庖
‘
硫
酸
二
%
直
は
一
ニ
・
一
話
、
同
一
%
医
は
五
・
五
暗
に
し
て
、
叉
生
背
中
に
石
衣
室
素

反
省
五

l
七
・
五
貫
撒
布
直
は
五
・
四

i
六
・
五
砥
な
り
。
よ
ワ
て
硫
酸
蟻
、
硫
酸
二
%
直
の
除
草
効
果
b
患
者
及
・
り
。
叉
不
整
地
一
胞
の
無

播
種
前
の
石
友
窒
素
撒
布
に
よ
る
雑
草
褒
生
防
止
は
、
降
雨
前
に
は
殆
ん
ど
効
果

庫
理
無
除
草
直
は
貰
に
一
一
二
・
八
底
の
多
き
に
遣
し
、

を
認
め
ら
れ
ぎ
り
し
が
、
降
雨
後
一
二
貫
撒
布
直
は
雑
草
量
八
砥
に
し
て
、
防
止
の
効
果
は
相
官
顕
著
去
り
・

一
ニ
、
反
嘗
牧
量
の
最
多
は
整
地
耕
作
標
準
と
、
同
じ
く
硫
酸
二
%
坪
一
立
宛
撒
布
匿
の
反
賞
三
石
に
し
て
、
・
賓
が
硫
酸
蹴
匿
の
約
二
石
九
斗

の
牧
量
た
り
。
最
少
は
不
整
地
無
除
草
匿
の
反
富
二
石
去
り
。
叉
整
地
無
除
草
直
は
反
営
二
石
四
斗
た
り
。
よ
っ
て
全
然
無
除
草
直
の
牧

量
。
少
き
を
知
れ
H
Y
。

園
、
そ
の
努
力
時
聞
の
測
定
に
よ
り
、
金
栽
培
時
間
の
最
多
は
整
地
耕
作
標
準
の
反
首
一

O
五
時
間
に
し
て
、
最
少
は
不
整
地
降
雨
後
の
石

友
窒
素
撒
布
直
に
し
て
。
僅
か
に
四
一
・
七
時
間
に
て
足
り
徹
底
的
た
る
省
力
栽
培
た
り
。
整
地
に
於
け
る
石
友
窒
素
誠
布
は
一
一
一
時
間
、

硫
酸
撒
布
は
反
嘗
八
時
間
に
て
足
れ
り
。
と
の
直
の
金
栽
培
時
聞
は
六
O
j六
五
時
間
に
し
て
、
整
地
播
種
後
の
無
中
耕
、
無
除
草
匿
の



察
組
用
に
よ
る
雑
草
の
腸
除
議
蟻

簿
一

O
副
咽

一一六六

五
九
時
聞
を
要
す
る
に
比
較
し
て
、
僅
か
に
一

j
六
時
間
の
時
間
増
加
の
み
た
り
。

五
、
民
営
差
引
牧
債
の
最
大
は
整
地
硫
酸
二
%
撒
布
直
及
び
不
動
営
地
栽
培
降
雨
後
石
次
空
業
一
一
一
貫
撒
布
直
の
七
六
聞
に
し
て
、
と
れ
に
比

較
し
て
無
除
草
直
は
整
地
、
不
整
地
共
に
差
引
牧
債
は
五
七
聞
な
り
。
硫
酸
蟻
は
反
賞
牧
量
は
多
い
が
、
そ
の
繋
剤
を
多
量
要
し
て
襲
慣

も
へ
と
た
り
、
そ
の
牧
慣
は
六
七
固
に
し
て
賓
施
困
難
な
り
。
但
し
現
今
は
省
カ
的
で
あ
っ
て
そ
の
絶
封
牧
量
を
増
加
せ
し
め
ぎ
る
べ
か
ら

占
y
・
よ
っ
て
反
賞
牧
量
が
大
に
し
て
、
差
引
牧
慣
も
又
大
た
v
q
方
法
に
よ
る
べ
き
た
り
。

六
、
薬
剤
除
草
賓
験
の
着
手
は
、
農
業
努
力
の
不
足
化
が
漸
弐
表
面
に
現
は
れ
始
め
た
る
昭
和
一
三
年
末
に
し
て
、
営
時
は
硫
酸
、
硫
酸
載

は
、
自
由
に
入
手
し
得
た
長
っ
き
と
れ
を
材
料
と
せ
し
が
、
現
在
入
手
困
難
に
つ
き
大
規
模
の
撒
在
到
底
望
み
得
ら
れ
ざ
り
し
は
省

力
栽
培
止
遺
憾
な
れ
ど
も
巴
む
を
得
な
い
事
情
な
り
.
よ
っ
て
裁
に
薬
剤
除
草
に
つ
き
再
検
討
を
要
す
る
に
至
れ
り
。

七
、
徹
底
的
省
力
栽
培
と
し
て
、
不
整
地
石
次
窒
素
の
撒
布
は
有
望
な
れ
ど
も
、
倫
そ
の
耕
極
栽
培
法
に
プ
肢
と
研
究
の
絵
地
が
あ
り
、
特

に
作
物
謝
雑
草
・
の
生
態
の
闘
係
を
調
査
し
て
、
何
れ
の
程
度
に
中
耕
除
草
P
L
省
力
的
に
し
て
、
し
か
も
作
物
の
絶
封
牧
量
を
高
め
得
る
か

を
知
ら
ん
と
欲
す
。
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、
吉
岡
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に
於
け
る
努
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研
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容
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岡
・
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岨
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回
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附
記

本
貧
血
曹
は
醤
研
究
所
長
近
醸
淘
土
の
御
指
導
の
も
と
に
路
行
せ
り
。
向
崎
県
働
金
を
交
附
せ
ら
れ
し
文
部
省
に
血
剥
し
て
議
み
て
謝
意
を
表
す
。

(
昭
和
十
八
年
十
周
二
十
五
日

大
原
農
業
研
究
所
近
瞳
研
究
室
)

(
支
部
省
・
個
開
副
軒
且
甲
研
覚
情
.
置
に
よ
る
鎗
績
)

園
東
剣
に
よ
る
灘
草
の
舗
除
以
厳

修
一

O
鰻

一
一
六
七


